
UPI結果による大学生のメンタルヘルスの動向
～2010fト2011年度の結果より～
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l　問題と目的

青年期後期に位群する人学年の年代は、身体的成熟と心理的発達においてア

ンハランスな時期であるため、さまざまな心因反応が牛じやすいrJそういった

状況の■l・、近年、学沖村談辛を利用する学年は増加傾向にあり、相談内容につ

いて重篤なものもみられるようにな／〕てきている。

そこで本研究では、UPHUnlVerSlty Personalltylnventory）を便川し、入学

の新入隼を対象に、メンタルヘルスについての動向を検討する。

2　方　法

調査対象

人阪府にある私立大学A（樫済学祁・法学郎）の201叫度と2011年度の新人

什968名のうち、欠描値のあったサ叶を省き、923才．を対象に入学／t溝を潤滑に

送れるようサポートするために、学小畑談室の貿料としてUPIを実施した。

質問紙

UPl（UnlVerSlty PersonalltyInventory）

UPIは、1966年に4回仝国人ノア保健管理研究生会で試案が発表され、1968作

に60項目で柿成されたH度としてノ完成した（近rH，1（）93）r，これは、大学／tの

和神身体トの諸開通を把掘することができるため、多くの入学においてスク

リ一二ンクや相談室の窮料として幅広く利用されており、本研究においても大

学年の梢神身体卜の．，別邸出を把握するためにUPIを使用した。

UPlは不健康な身体的自覚症状を′いす56項目（不健康項目：悩み・心配事・
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不安・迷い・葛藤）と健康な身体的状況を示す4項目（健康項目）の計60項R

で柄成されている。以卜の各項目の症状の有種について、「ある」を1点、「な

い」を0点として換算した。また本研究では、UPlの下位項目として、「自分

の殻にこもりやすい傾向（DE）」（SC）、「落ち込みやすい傾向」（DE）、「気持

ちの不安定さ」（AN）、「こだわりやすさの傾向」（ON）、「身体の不調を気にす

る傾向」（HP）、「人への溶け込みにくさの傾向」（IR）の6囚了を使川し分析

を行った。

統計処理

統計処理については、SPSS（Ver170SPSS，Japan）を使用した。

不研究において、UPIの信根性係数は091であった。

すへてのデータは、Kolmogorov－SmlrnOV検定によって正規竹の検定を行っ

た卜で、t検定もしくはMann－Whltney検定によって比較分析を11つた。

3　結　果

（1）2010年度・2011年新1年生の結果と比較（表1参照）

20】0年度新1年生485名の平均値は、不健康項目8．6（SD＝8．4）、傑康項目06

（SD＝0・9）、SCは2・9（SD＝3．0）、DEは41（SD＝37）、ANは2，4（SD＝2．7）、

ONは27（SD＝30）、HPは2．9（SD＝2．9）、IRは33（SD＝3．5）であった。

2011年度新1午年448名平均値は、不健康項R8．9（SD＝8．3）、傑康項目06

（SD＝1（））、SCは3・0（SD＝3．0）、DEは40（SD＝36）、ANは2，5（SD＝29）、

ONは27（Sl）＝31）、IiP2．9は（SD＝29）、IRは3．5（SD＝3．6）であった。

2nlO牛皮と20日年度新1年生のすべての因子において、有意東は認められな

かった。

（2）2010年度・2011年度の経済学部と法学部の結果と比較（表2参照）

経済学部474名の平均偶は、不健康項目81（Sl）＝7．8）、健康項目0．6（SD＝10）、

SCは28（SD＝2・7）、DEは4O（SI）＝35）、ANは2．4（Sl）＝2．6）、ONは2．6

（Sr）＝28）、HPは28（SD＝27）、IRは32（SD＝3．3）であった。
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法学部459名の斗LJ引和ま、不健隠項目91（SD＝8．9）、健康項目0．6（SD二1．0）、

SCは3．1（SD＝33）、DEは4．0（SD＝38）、ANは26（ST）＝29）、ONは28

（SD＝3．2）、HPは3（）（SI〕＝30）、IRは3．5（SD＝38）であった。

符済学部と法学部のすべての囚イにおいて、有意差は認められなかった。

（3）2010年度・2011年度斬1年生の男女の結果（表3参照）

男子学年770才■の、寸り勺値は、ィ、健焼損師】（SD＝77）、健康項HO．7（SD＝1，0）、

SCは2．8（SD＝28）、DEは3．8（SD＝3．5）、ANは2．3（Sl〕＝26）、ONは2．6

（SD＝2．9）、HPは2．6（SD＝2．6）、IRは3．1（SD＝34）であった。

女子学年1椚名の平均値は、不健康頃日117（SD＝10．3）、健康項目0．5

（SD＝0・8）、SCは4・0（SD＝3．7）、DEは5．0（SD＝4．3）、ANは3．3（SD＝3．4）、

ONは3．3（SD＝35）、HPは3．9（SD＝35）、IRは47（SD＝4．3）であった。

男了学年と女／学生において、不健康項目（t＝4．10，Pく0001）、健康項目

（t＝l・98，p＜005）、SC（t＝T376，p＜0．001）、DE（t＝－302，p＜OOl）、

AN（t＝－3・52，p＜0．01），ON（t＝－2．57，p＜OO5）、HP（t＝115，pく0001）、

IR（ト435、pく0001）で、すべての囚イにおいで有ノ慧差が認められた。

（4）2010年度・2011年度の新1年生の学生相談室利用者の結果と比較

（表4参照）

201叫度の学年相談室利用者4名の平均値は、不健康項H2．0（SD＝2．7）、

健康項RO．0（Sr）＝0．O）、SCは1．0（SD＝17）、DEは12（Sl）＝2．2）．ANは04

（Sl）＝0．6）、ONは10（SD＝1．2）、HPは0．4（SD＝O5）、IRは0．6（SD＝09）

であった。

2011年度の学生相談室利用者1〔虜の平均値は、不健康項目罰．5（SD＝日．4）、

健康項胴02（SD＝0．6）、SCは8．9（SD＝48）、DEは10．6（SD＝4．5）、ANは

8・6（SD＝3．9）、ONは9O（Sl〕＝4．7）、HPは82（SI）＝36）、IRは10．3（SD＝4．7）

であった－ノ

2010年位と2011年度の新1年生の学年相談室利用者において、不健康項目

（Z＝2・69．pく0・Ol）、健康項R（t＝－062）、SC（t＝－462，PくOOl）、DE
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（Z＝－2．7O．p＜O．01）、AN（Z＝－2，85，p＜0．01）、ON（Z＝－2．77，p＜0．01）、

HP（Z＝－285，p＜0．01）、IR（Z＝－2．78，p＜0．01）で、健康項目を除いた他

のすべての凶子において有意差が認められた。

4　考　察

願興寺ら（2007）による1998年度から2004年度までを比較した研究結果にお

いて、2003年度（平均値6．86）・2004年度（平均値6．84）に、UPl得点の顕著

な増加傾向が示された。これは1995年から始まった「スクールカウンセラー事

業」が軌道に来り出し、学生自身の粕神衛生への関心が深まったこと、また家

庭力の低下、荒廃した学校状況の彩響により、学生が自分自身の和神的・身体

的不調について白虎したしたことが指摘されている（願興寺ら　2007イ＝日　本

研究結果において、2010年度と2011年度間に有意な差は見られなかったもの

の、それぞれの平均値が2010年檻86、2011年度89であり、願興寺らの報告射1

果と比較すると非‘凱二満く、学生の精神的・身体的不調について白党が増して

いることが何える。しかしUPIの結束については多くの人ノブで報告されてお

り、入学の蕪塊、学科、年度によりばらつきが多く、5点台から16点台までの

結果が報告されている（願興寺ら、2007，濱口ら、1991，小Jlら、2007）。そ

のため木研究結果がどのような傾向があるかについて詳細に知るためには、艮

期にわたる研究が必要である。

男女芹に関する先行研究（勝令ら、1985、木下、1997，西野ら、】999）では、

UPl得点に性差があれ、男性より女性の力が高得点であることが報苦されてい

る。これは本村l究結果においても、支持するものであった。つまり、女了学年

は男子サ生に比べ、自分白身の精神的・身体的不調への自党があり、また、自

己肯定的な評価ができにくい傾向が兄いだされた。

20】n年俊と20日年度の新1年牛の中で学年相談室利用者を比較した結果で

は、健瞭項目を除いた他のすべての項目において有意な差がみられ、2010年度

より2011年度の結果が、非′削こ高いことが明らかとなった。また相談者数も4

名から10れ二増加し、相談内容（夫5・表6・lXH・図2参照）においても、
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201囲檻では幸に進路修学・学生生清といった新しい学生生活への不安に対す

る相談内容であった学叶の訴えが、2（）11年度には心理性格や心身健康といった

精神心坪的側面への訴えが増加していることが明らかになった。

これはより専門的な心群的援助の鵠要乍lが求められるとともに、学生相談室

利用者の状態の重篤さが浮き彫りになった結果であるしつまり人学年において、

かつて述べられてきような青イl澗特有の伸行右HI勺な傾向というより、何らかの

重篤な心坪的問題を自党しているサ姓や、入学前にすでにクリこノクにおいて

治療を受けている学／巨の入学率が増加し、それらの学年が相談室を利用する傾

向が増加してきていることがうかがえるr，

5　まとめ

本研究においては、UPIを利用し、訓川牛皮と20日年度の大学牛における

メンタルヘルスについての特徴および動向について比較検討を行った。その結

果、全体的には有意な才は見られなか／Jたが、学生相談室利川者において、心

群的側血に関する自‘罠度がかなり．皇Jく、屯篤な状態をギしていることが示され

た。

今回の研究において、即興寺ら（2007）によるUPl得点結果と動向について

の比較検討を行い、心神的側師こ対する日光が増加傾向にあるものであると見

なしたが、UPIの結果については、ばらつきが多いため、今後、艮軌二わた

る継杭的な相「光が必要であるといえる。

本研究のiな結果は、2010イ†度と2〔日1年度のたった1年間で、梢神心理的側

面の不調を訴える学年、また病理的な症状を■1■＿したサ生の入学率において、急

激な増加を明らかにしたことである。

つまり人一、四において、かつての青年期特イJの神村症「l勺な傾向とは異なり、

柄理的なレベルにいたる重篤な状態である学生が増加していることが浮き彫り

となったといえる。

今後も精神心坪的な問題をR党し、入ヴしてくるノブ′1の増加が想定される。

そういった深刻な状態を呈した学年に対し、苧′J相談室の専門性を強化し、速
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やかに、いかに適切な対応ができるのかを具体的に検討していくことが必要で

ある。
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表1：2010年度・2011年度斬1年生の結果と比較

n＝485 Mean±SI） 冶��CC��tvalue 

8．6±8．4 ��t＝－0．47 

0．6±0．9 ���Ch�ﾔﾅR�t＝（），12 

R分の殻にこもる傾向 �(�C��ﾓ8�C��3．0±3．0 幽6ｨ�ｳ��C#��

4．1±3．7 滴�C��ﾓ8�Cb�t＝0，日 

2．▲1±2．7 �(�CX�ﾓ(�C��〔＝－0．53 

t＝－0．05 

身体へ不対を矢にする傾向 �� 悠?�璽��C���

人への溶け込みにくさの傾向 �� 幽���ﾃ��C���

表2：2010年度・2011年度の新1年生の学部ごとの結果と比較

n＝47′l Mean二tSD 冶��CVh�｢�ﾖV���ﾕ4B�t　value 

R．417．8 祷�3��ﾓ��C��亡ン1．32 

〔）．6±1．0 ���Ch�ﾘ�ｨ�6��t＝－0，n2 

t＝－1．75 

洛ち込みやすい傾向 滴�3��ﾓ8�CR�4．0±3．8 悠?�璽��33B�

2．4±2．6 ��tニー1．04 

2．6±2．8 �(�C��ﾓ8�C"�t＝－1．06 

身体へ不調を気にする傾向 �� 幽���ﾃ��C��ﾃ��

［＝1．29 
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表3：2010年度・2011年度の新1年生の男女の結果と比較

n＝770 Mean±Sl） 冶���｣c2�ﾖV���ﾕ6ﾈ�｢�t　va】ue 

8．1±7．7 ����Cx贊���C2� 

0．7±1．0 ���CX�ﾓ��C��t＝1．98● 

2．8±2．8 �� 

身体へイ湖を知こする俺IhJ �(�Ch�ﾓ(�Cb�3．9±3．5 ��

3．1土3．4 滴�Cx�ﾓH�C2� 

t＝t Valuc，p＜005●．p＜0．01‥，p＜0001’’’

表4：2010年度・2011年度の新1年生の学生相談室利用者の結果と比較

n＝4 Mean±SD ���������ﾖV���ﾕ4B�zvalue tvalue 

0．0±（）．（） ���C(�ﾓ��Cb�t＝－0．62 

1．0±1，7 嶋�C��ﾓH�C�� 

0．4±口．6 �� 

9．日±4．7 ��

10．3±4．7 ��

Z＝Mann－Whltney’s z value，t二t Value、p＜O O）

－76－



UPl結果による大学牛のメンタルヘルスの動向僻井）

表5：2010年度4・5・6月別・内容別　新1年生利用者数（実数・延べ数）

フリー スペ一・ス ��

4月 ��り ����｢�1 ����1 ���1 

延数 ����ﾂ�0 �"�0 ���り ���

5月 ��l ���1 ���0 ��b�0 

1 ���1 �B�0 ��b�（） 

6月 ��】 ���1 鳴�2 �*B�0 

1 �.��2 ���1 �2�0 

言十 �� ���こう �"�二3 迭�1 

延数 ��（） ��2 釘�5 ���

表6：2011年度4・5・6月別・内容別　新1年生利用者数（実数・延べ数）

フリー スペース ��

4J］ ��り �8��1 釘�0 �"�2 

ワ 澱�】 唐�0 �+�*B�∴ 

5月 ��n �8��3 �"�り �"�2 

0 ����6 迭�（） ��B�3 

（5月 ��0 �2� 釘�（） �2�2 

0 ����4 �����り ��B�4 

．汁 ��■） ����（う �����｢�n ��6 

廷数 �"�23 綿�｢�25 �.��31 ����
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